
 資料５  
青森県沖日本海（南側）の将来像 叩き台 

＜前文＞ 

全国的に進んでいる少子高齢化・人口減少問題は、当地域でも特に深刻な問題である。また、

漁業についても同様に、少子高齢化等に伴う後継者問題に加えて、気候変動に起因すると考えら

れる漁獲量の減少や魚種の変化に直面している。こうした背景を十分に踏まえ、洋上風力発電事

業の推進により、当地域での新産業の育成や雇用創出による若年層の回帰・定着、交流人口の増

大、継続的な漁業の発展に寄与することが期待される。 

具体的には、地場産業である農林水産業・観光の振興等への洋上風力発電施設の活用や、環境

価値の地産地消・災害時のレジリエンス強化等につながる再エネ電力の供給等、洋上風力発電事

業を起点とする様々な取組が展開されることにより、当地域がカーボンニュートラルの理念を体

現するエリアとして存在感を持ちながら、将来にわたって持続的に発展していくことが期待され

る。 

選定事業者は、当地域と運命共同体であるとの覚悟を持って、これらの課題・期待を十分に理

解した上で、地域・漁業との共存共栄の理念のもと、以下に掲げる取組等を通じて協調・共生策

に取り組んでいく必要がある。さらに、地元自治体の総合計画等に掲げる各目標達成に資する洋

上風力発電を活用した取組を実施すること。また、少子高齢化・人口減少問題が急速に進んでい

る実情を踏まえ、選定事業者は地元自治体や漁業関係者等と協議の上で、可能な取組については

選定後から順次速やかに実施していくことを期待する。 

 

＜漁業振興策＞ 

① 漁業者の確保・育成に向けた取組、燃料確保等の継続的な漁業生産の安定化への支援、漁業

施設等の改修など、若い世代が将来にわたって続けることができる持続可能な漁業及びスマ

ート水産業の実現に資する取組 

② 種苗放流、養殖等の育てる漁業の支援、発電施設を利用した新たな漁場造成 

③ 青森の魚介類の販売促進活動等による県産水産物のブランド化及び販路拡大、観光と連携し

た漁業の推進等による経営の多角化も見据えた漁業経営支援 

④ 漁場環境の保全やブルーカーボンを含む藻場の造成等、水産資源の維持・増大に資する取組 

 

＜地域振興策＞ 

① 地元を活用したサプライチェーンの構築、新産業の育成及び農業等の基幹産業の振興に向けた地元

との協働 

② 本事業で発電される電気を県内企業や地域内の施設（漁業施設含む）・地域住民が活用するた

めの検討や再エネ電気の活用を希望する企業の誘致活動等、地産地消に資する取組 

③ 洋上風力発電施設を活用した観光ツアー、教育旅行の誘致、既存の観光資源の活性化等に資

する取組 

④ 洋上風力発電事業を契機とした地元の小中学校の児童生徒に対する環境教育の活性化 

⑤ 地元港湾「津軽港」の積極的な活用を通じた、洋上風力発電事業の円滑化及び地域経済の活性化 

⑥ 災害時のレジリエンス強化、地元自治体等による災害時における防災計画に定める指定避難

場所等への電力供給確保に係る検討・計画策定への協力 


